
中央大学・商学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６４１

基盤研究(C)（一般）

2023～2018

製品デザイン開発プロセスの組織マネジメント

Organizational management of the product design development process

００５７９９８０研究者番号：

菅野　洋介（Kanno, Yosuke）

研究期間：

１８Ｋ０１８０６

年 月 日現在  ６   ６ １２

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、製品の差別化や企業ブランドの構築に貢献する優れた製品デザイン
を効果的に創出するための組織マネジメント上の要因を明らかにすることである。具体的には、（1）製品開発
組織の市場対応にかかわる戦略的行動としての市場志向に着目し、それが製品デザインのパフォーマンスに及ぼ
す影響を明らかにする、（2）製品開発プロセスに対するデザイナーの関与の仕方が製品開発パフォーマンスに
及ぼす影響を明らかにする、（3)製品開発活動におけるデザイナーの役割に着目し、デザイナー主導の製品開発
活動が製品デザインのパフォーマンスに及ぼす影響を明らかにする、という研究課題に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：The primary objective of this study is to elucidate organizational 
management factors that contribute to the effective creation of outstanding product designs that 
differentiate products and build corporate brands. Specifically, this study aimed to (1) focus on 
strategic actions related to market responsiveness within the marketing activities of product 
development organizations and elucidate their impact on product design performance, (2) clarify how 
designers' engagement in the product development process influences product development performance,
 and (3) examine the role of designers in product development activities, particularly investigating
 the impact of designer-led (where designers assume the role of leaders in product development 
activities) product development on product design performance.

研究分野：経営学

キーワード： デザインマネジメント　製品開発マネジメント　製品開発プロセス　製品デザイン開発プロセス　デザ
イナー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主たる学術的貢献は、既存のデザインマネジメント研究の多くが、概念的な議論や定性的な調査・分析
に留まっていたのに対して、日本や韓国の製造業企業を対象とした定量的な調査・分析を通じて、デザインにか
かわる組織マネジメントや外部コンテクスト要因が、製品開発プロセスを介して最終的なパフォーマンスをいか
に規定するのかを明らかにしたことである。近年、企業においてデザインを活用する重要性が高まってきている
中、本研究が明らかにした知見は、企業におけるデザイナーの活用の仕方や組織設計のあり方に示唆を与えるも
のと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 市場が成熟した現代では、機能・品質・価格等によって製品の根本的な差別化を図ることが困
難になり、それらを超えた差別的要素が必要となってくる（Swan and Combs, 1976）。このよう
な状況の中、近年、製品の外形や製品全体を通じて得られる体験という感性的な価値を顧客に提
供する「デザイン」によって、製品の差別化や企業ブランドの構築を図ることで、競争優位を生
み出す有効性が注目されるようになってきている（Utterback et al., 2006）。そして、製品デ
ザインに関わる既存の経営学研究（以下、デザインマネジメント研究）では、製品の差別化や企
業ブランドの構築に貢献する優れた製品デザインを効果的に創出するための組織マネジメント
上の要因が議論されてきた。 
デザインは製品開発プロセスの幅広い段階と密接な関係をもつ。そのため、企業におけるデザ
インの重要性の高まりに伴い、製品開発プロセスにおけるデザイナーの関与の仕方や役割は、最
終的なデザインアウトプットに重要な影響を及ぼすこととなる。また、製品開発活動においてデ
ザインとマーケティングは相互に密接に関連する（Zhang et al., 2011; Luchs and Swan, 2011）。
そのため、製品開発組織がどのようなマーケティング行動をとるのかは、デザインのプロセスや
パフォーマンスに重要な影響を及ぼす。したがって、製品開発プロセスにおけるデザイナーの関
与や役割、及び、マーケティング活動とデザインの関係を明らかにすることは、学術的にも実践
的にも重要な課題と言える。しかしながら、既存のデザインマネジメント研究では、これらの課
題が十分明らかにされていない。その理由として、本研究では以下の問題があるととらえててい
る。 
 第１に、そもそも研究の蓄積が量的に少ないうえ、その多くが概念的な議論や定性的な研究を
もとにした仮説導出に留まっている、という問題がある。第 2に、デザイナーが関与する製品開
発プロセスの各段階の違いや度合いを考慮に入れた調査・分析が十分行われていない、という問
題がある。第 3に、製品開発プロセスにおいてデザイナーが機能するコンテクストを考慮に入れ
た調査・分析が十分行われていない、という問題がある。最後に、具体的に、どのようなマーケ
ティングにかかわる行動が、デザインのパフォーマンスにどのような影響を及ぼすのかが十分
明らかにされていない、という問題がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以上に示した研究上の残された課題を解決することを念頭に、主に、以下を明ら
かにすることを目的としている。 
 １つ目の目的は、製品開発組織のマーケティング活動の中でも、特に市場対応にかかわる戦略
的行動に着目し、それが製品デザインのパフォーマンスに及ぼす影響を明らかにすることであ
る。具体的には、組織全体の市場対応にかかわる戦略的行動を示す「市場志向」概念を通して製
品開発組織のマーケティング活動をとらえるとともに、製品開発組織の市場志向が製品デザイ
ンのパフォーマンスに及ぼす影響を明らかにする。また本研究では、市場の発展段階に着目する
ことで、市場の各発展段階において市場志向が製品デザインのパフォーマンスに及ぼす影響が
いかに変化するのかも明らかにする。なぜなら、一般的に、企業の市場対応の効果は、その企業
が直面する市場環境の影響を受けるからである（Jaworski and Kohli, 1993; Gatignon and 
Xuereb, 1997）。 
 2 つ目の目的は、製品開発プロセスに対するデザイナーの関与の仕方が製品開発パフォーマン
スに及ぼす影響を明らかにすることである。具体的には、製品開発プロセスの主要な各段階に対
するデザイナーの関与の度合いが、製品開発パフォーマンスに及ぼす相対的な影響を明らかに
していく。また本研究では、デザイナーの関与の効果が消費財と生産財では異なるのかも明らか
にする。 
 3 つ目の目的は、製品開発活動におけるデザイナーの役割に着目し、デザイナー主導（デザイ
ナーが製品開発活動のリーダーとしての役割を担うこと）の製品開発活動が製品デザインのパ
フォーマンスに及ぼす影響を明らかにすることである。また本研究では、デザイナー主導の製品
開発活動が、デザインにかかわる戦略策定や組織構造のマネジメント施策、及び、産業分野や企
業規模などのコンテクストのもとでどのように機能するのかも明らかにする。 
 本研究は、これらの研究課題を明らかにすることを通じて、製品の差別化や企業ブランドの構
築に貢献する優れた製品デザインを効果的に創出するための組織マネジメント上の要因を明ら
かにすることで学術的及び実践的な貢献を果たすことを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、以上の 3 つの研究目的を明らかにするうえで、以下のような研究方法を採用し
た。 
第 1 に、企業の市場対応にかかわる戦略的行動が製品デザインのパフォーマンスに及ぼす影
響については、既存研究の検討を踏まえ、デザインアウトプットを規定する市場志向のタイプと、
その効果に影響を及ぼす市場環境に着目した分析枠組みを構築した。具体的には、本研究では、



市場志向を「先行型顧客志向」「反応型顧客志向」「競争志向」という 3つのタイプに分類すると
ともに、それぞれの市場志向のタイプが「流動期」「移行期」「固定期」という市場の各発展段階
のもとでデザインアウトプットを規定するという枠組みで調査・分析を行った。ここでは、市場
の発展段階という環境要因を考慮して市場志向の各タイプがデザインアウトプットに及ぼす影
響をみるうえで、交互作用を用いた回帰分析を行った。本研究では、日本の東証一部上場の製造
業企業の製品開発関連部門の責任者を対象としたインターネットを通じた質問票調査を実施し、
最終的に 138 社の 451 名の回答サンプルを分析に用いた。 
 第 2 に、製品開発プロセスに対するデザイナーの関与が製品開発パフォーマンスに及ぼす影
響については、既存研究の検討を踏まえ、製品開発プロセスの「市場調査・分析」「製品アイデ
ア・製品コンセプトの創出・評価」「プロトタイプ・機能設計の創出・評価」という 3つの主た
る段階に対するデザイナーの関与の度合いが、「デザインの革新性」「開発効率性」「ブランドの
構築」を介して「業績」に影響を及ぼすとする仮説を構築した。そのうえで本研究では、日本の
製造業企業におけるデザイン部門の管理者・責任者を対象とした郵送による質問票調査を実施
し、最終的に 398 社の回答サンプルを用い、パス解析による分析を行った。 
 第 3 に、デザイナー主導の効果及びコンテクスト要因の影響については、既存研究の検討を踏
まえ、「製品開発プロセスにおけるデザイナーの主導」「マネジメント施策（全社的なデザイン戦
略、デザイン部門の機能分化）」「マネジメントコンテクスト（産業分野、企業規模、多角化度合
い）」「デザインアウトプット」という変数にかかわる仮説を構築した。そのうえで本研究では、
欧米企業と比較して大規模な社内デザイン組織を有する日本と韓国の製造業企業のうち、グッ
ドデザイン賞受賞企業のデザイン部門の管理者・責任者を対象とした郵送による質問票調査を
実施し、最終的に 81 社（日本企業：43 社、韓国企業 38 社）の回答サンプルを用いて回帰分析
を行った。 
 
４．研究成果 
（1）企業の市場対応にかかわる戦略的行動が製品デザインのパフォーマンスに及ぼす影響 
 本研究では、日本の東証一部上場の製造業企業を対象とした調査を通じて収集したサンプル
を用い、企業の市場対応にかかわる戦略的行動を市場志向の 3つのタイプによってとらえ、「先
行型顧客志向」「反応型顧客志向」「競争志向」がデザインアウトプットに及ぼす影響を分析した。
その結果、各タイプの市場志向はデザインアウトプットにプラスの影響を及ぼす結果が得られ、
総じて、市場への対応を重視した製品開発組織の行動はデザインアウトプットにポジティブな
効果をもつころが示唆された。 
 次に、市場の各発展段階を考慮に入れ、各市場志向のタイプと市場の各発展段階との交互作用
効果がデザインアウトプットに及ぼす影響を分析したところ、それぞれの発展段階において異
なる分析結果が得られた。具体的には、流動期においては、先行型顧客志向がマイナスの影響を
及ぼす、移行期においては、先行型顧客志向がプラスの影響を及ぼすのに対して、競争志向がマ
イナスの影響を及ぼす、そして固定期においては、反応型顧客志向がマイナスの影響を及ぼすの
に対して、競争志向がプラスの影響を及ぼす結果となった。 
 これらの分析結果から、本研究では、市場志向のそれぞれのタイプがデザインアウトプットに
及ぼす影響は、市場の発展段階によって異なる、という重要な発見事項を得ることができた。例
えば、先行型顧客志向は、流動期においてはデザインアウトプットにマイナスの影響を及ぼすの
に対して、移行期においてはプラスの影響を及ぼすのは、市場の発展段階によって企業が対応す
る顧客のタイプやニーズの性質が異なるためと考えられる。つまり、製品を採用するのがイノベ
ーターのような特殊な顧客に限られており、市場や技術の不確実性が高い流動期の状況よりも、
市場においてドミナントデザインが形成され、ある程度顧客ニーズが徐々に明確に定まってく
るのに従い、企業が積極的に潜在的な顧客ニーズの掘り起こしに注力する効果が現れてくるこ
とがうかがえる。また、競争志向は、移行期においてはデザインアウトプットにマイナスの影響
を及ぼすのに対して、固定期においてはプラスの影響を及ぼすのは、参入企業が急速に増加して
競争環境がめまぐるしく変化する不確実性の高い状況においては、競合企業への対応を重視す
る競争志向は逆効果になり得るということと、市場が成熟して顧客ニーズも安定してくる固定
期において競争志向は効果を発揮することがうかがえる。 
 以上にかかわる本研究の主な学術的貢献は、デザインアウトプットに対して有効に機能する
マーケティングにかかわる戦略的行動のタイプを、市場の発展段階に応じて示したことである。
既存のデザインマネジメント研究では、企業のマーケティング活動とデザイン活動は密接に関
連しており、それが最終的な製品デザインのパフォーマンスに重要な影響を及ぼすことが指摘
されてきたが、これらの研究では、具体的にどのようなマーケティングにかかわる戦略的行動が、
どのような状況において、デザインアウトプットをいかに規定するのかは十分明らかにされて
こなかった。それに対して、本研究では、市場対応の戦略的行動を示す市場志向の概念に着目し、
市場志向を「先行型顧客志向」「反応型顧客志向」「競争志向」の 3つのタイプに分類するととも
に、市場の各発展段階（流動期、移行期、固定期）に応じた相対的な影響を明らかにした。 
（2）製品開発プロセスに対するデザイナーの関与が製品開発パフォーマンスに及ぼす影響 
 本研究では、日本の製造業企業を対象とした調査を通じて収集したデータを用いて、製品開発
プロセスの各段階（市場調査・分析、製品アイデア・製品コンセプトの創出・評価、プロトタイ
プ・機能設計の創出・評価）に対するデザイナーの関与の度合いが、製品開発パフォーマンス（デ



ザインの革新性、開発効率性、ブランドの構築、業績）に及ぼす影響を分析した。 
 パス解析を用いた分析を行った結果、市場調査・分析や製品アイデア・製品コンセプトという
比較的初期の段階に対するデザイナーの関与は、デザインの革新性や開発効率性にプラスの影
響を及ぼし、最終的に、ブランドの構築や業績という市場パフォーマンスを高めるという結果が
得られた。特に、市場調査・分析に対するデザイナーの関与は、消費財と生産財の両方において、
デザインの革新性と開発効率性にプラスの効果を有する結果が得られた。ここでは、デザイナー
がマーケティングタスクを担っていることがうかがえるが、デザイナーによるマーケティング
タスクへの機能の拡張は、開発をより効果的かつ効率的に進めるうえである程度の合理性が認
められるため、市場調査・分析に対するデザイナーの関与が効果を有すると考えられる。 
 また分析では、製品アイデア・製品コンセプトに対するデザイナーの関与は、デザインの革新
性にはプラスの影響を及ぼす一方で、開発効率性には効果を有さないという結果が得られた。し
かもパス解析の総合効果では、消費財においては、製品アイデア・製品コンセプトに対するデザ
イナーの関与は、開発効率性にマイナスの影響を及ぼす結果が得られた。これらの分析結果から
は、デザイナーによって提案されるアイデアやコンセプトは柔軟な発想によるものが多く、製品
の仕様や内部の概略設計の変更を伴うなど、他機能との調整コストを要するためと考えられる。 
 以上にかかわる本研究の主な学術的貢献は、製品開発プロセスの主要な各段階に対するデザ
イナーの関与の度合いの相対的な効果を総合的かつ定量的に明らかにしたことである。既存研
究では、製品開発プロセスにデザイナーが関与するタイミングや関与の幅がパフォーマンスに
及ぼす影響が議論されてきたが（Veryzer, 2005; Kyffin and Gardien, 2009; Kanno and Shibata, 
2013; Roper et al., 2016）、これらの研究の多くは概念的な議論や定性的な調査・分析に留ま
っていた。また、デザイナーがどの段階にどの程度関与することが、製品開発パフォーマンスを
いかに規定するのかは十分明らかにされてこなかった。それに対して、本研究では、製品開発プ
ロセスの主要な各段階（市場調査・分析、製品アイデア・製品コンセプト、プロトタイプ・機能
設計）に対するデザイナーの関与の度合いを考慮し、それぞれの段階に対するデザイナーの関与
がデザインの革新性と開発効率性を介して市場パフォーマンスに及ぼす影響を総合的に明らか
にした。 
 また、消費財と生産財の両方の企業を対象とした調査・分析を行ったことで、ビジネスのタイ
プによるデザイナーの関与の効果の相違を明らかにしたことである。既存研究には、製品開発プ
ロセスに対するデザイナーの関与の仕方や役割に着目したものは少なからず存在するが、それ
らの多くは消費財を対象としたものであった。それに対して、本研究では、消費財と生産財の企
業に分けて、それぞれにおけるデザイナーの関与の効果を明らかにすることで、消費財だけでな
く、生産財においても、製品開発プロセスに対するデザイナーの関与の効果があることを示すこ
とができた。 
（3）デザイナー主導の効果及びコンテクスト要因の影響 
 本研究では、日本と韓国のグッドデザイン賞受賞の製造業企業を対象とした調査を通じて収
集したサンプルデータを用い、デザイナー主導による製品開発活動がデザインパフォーマンス
に及ぼす影響と、デザインにかかわるマネジメント施策とコンテクスト要因がデザイナー主導
に及ぼす影響を分析した。分析によって、製品開発活動におけるデザイナーによる主導は、デザ
インアウトプットの統一性と独自性の両方にプラスの影響を及ぼすという結果が得られた。こ
れらの分析結果は、デザイナーに製品開発活動を主導させる有効性を指摘する既存研究（von 
Stamm, 2004; Perks et al., 2005; Ravasi and Lojacono, 2005; Roper et al., 2016）の主
張と整合するものであり、デザイナーの主導がデザインアウトプットの質を向上させるうえで
有効に機能するという命題は、国の相違を越えて当てはまることが示唆された。 
 また、デザインにかかわるマネジメント施策がデザイナー主導に及ぼす影響については、全社
的なデザイン戦略とデザイン部門の機能分化がデザイナー主導にプラスの影響を及ぼすという
結果が得られた。とりわけ、全社的なデザイン戦略が大きな効果を有する結果が得られた。ここ
から、デザイン戦略が全社に明示されることで、デザイナーの主体的な関与や役割が促されると
ともに、他機能のデザイナーに対する理解や尊重も促されることら示唆される。 
 さらに、コンテクスト要因がデザイナー主導に及ぼす影響については、事業の多角化がデザイ
ナー主導にマイナスの影響を及ぼすとともに、デザインアウトプットに対してもマイナスの影
響を及ぼすという結果が得られた。これらの結果から、既存事業にもとづくデザイナーの知識や
能力が活かしにくい分野への多角化が進むと、他機能に対してデザイナーが主導しにくくなる
とともに、多様な製品分野を越えてデザインアウトプットの統一性を図ることが難しくなるこ
とが推察される。 
 以上の分析結果から得られる本研究の主な学術的貢献は、デザイナー主導による製品開発活
動がデザインアウトプットの性質をいかに規定するのかを定量的に明らかにしたことである。
既存研究では、従来より、デザイナーが製品開発活動のリーダーや部門間の橋渡し役としての役
割を担う有用性が指摘されてきたが（Fujimoto, 1991; Perks et al., 2005）、それらの研究は
概念的な議論や定性的な調査・分析に留まっていた。それに対して、本研究では、日本と韓国の
両国企業を対象とした定量的な調査・分析を通じて、デザイナーの主導がデザインアウトプット
にどのような影響を及ぼすのかを明らかにした。また、デザインにかかわるマネジメント施策や
コンテクスト要因を考慮に入れた分析を行うことで、デザイナーの主導が機能する条件を詳細
に明らかにした。 
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